
広報いばらき平成25年12月1日 14広報いばらき 平成25年12月1日15

善
意
の
と
も
し
び

　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
善
意
銀
行
へ（
社
会
福
祉
協
議
会
）

○
タ
オ
ル
１
６
０
本
＝
道
口　

薫

（
南
川
又
）

○
金
３
千
円
＝
重
藤　

章
敏
（
下

土
師
）

○
金
２
８
，
０
３
０
円
＝
長
岡
長

寿
会
代
表　

浅
野　

操

○
金
４
７
，
９
０
４
円
＝
い
ば
ら

き
ま
つ
り
社
協
関
係
者
一
同

　

法
務
省
が
所
管
す
る
少
年
院
の

水
府
学
院
で
は
、
広
く
地
域
の
皆

さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。

　

見
学
会
で
は
、
教
育
内
容
の
紹

介
や
院
内
見
学
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ご

参
加
い
た
だ
け
る
方
は
12
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
未
成
年
の

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
８
日
（
日
）

　

午
後
１
時
受
付
開
始

▼
場
所　

水
府
学
院
（
茨
城
町
駒

渡
１
０
８
４

－

１
）
駐
車
場
あ
り

▼
内
容　

教
育
内
容
の
紹
介
、
施

設
内
見
学
な
ど

▼
募
集
人
員　

50
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
）

【
問
合
せ
先
】
水
府
学
院

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
５
４

（
担
当
）
本
城
、
伊
深

水
府
学
院
見
学
会
の

お
知
ら
せ

　

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、「
べ

び
ぃ
ケ
ア
」
を
提
唱
す
る
吉
田
敦

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
を
楽
し
く
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
は
先
着

１
２
０
名
、参
加
費
は
千
円
で
す
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

平
成
26
年
１
月
19
日

（
日
）午
後
１
時
45
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

つ
く
ば
国
際
会
議
場

　
（
つ
く
ば
市
竹
園
２

－

20

－

３
）

【
問
合
せ
先
】
茨
城
県
保
険
医
協
会

☎
０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

お
な
か
に
い
る
と
き
か
ら

は
じ
め
る
「
べ
び
ぃ
ケ
ア
」

〜
妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
気
持
ち
よ
く
〜

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。
政
府
で
は
、
拉
致
問

題
の
解
決
を
願
う
人
々
の
想
い
を

多
く
の
国
民
が
共
有
し
、
拉
致

問
題
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
促

進
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
の
風

コ
ン
サ
ー
ト
〜
『
北
朝
鮮
拉
致
被

害
者
』
救
出
を
誓
う
音
楽
の
集
い

〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
申
込
み
方

法
等
詳
細
は
、
政
府
拉
致
問
題
対

策
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
拉
致
問
題
啓
発
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時　

12
月
16
日
（
月
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時
30
分

▼
会
場　

第
一
生
命
ホ
ー
ル
（
東

京
都
中
央
区
晴
海
１

－

８

－

９
）

【
問
合
せ
先
】
内
閣
官
房
拉
致
問

題
対
策
本
部
事
務
局

　

☎
０
３
（
３
５
８
１
）
８
８
９
８

　
「
茨
城
県
で
農
業
を
始
め
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
」、

「
農
業
法
人
で
働
き
た
い
」
な
ど

と
お
考
え
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
無
料
の
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
８
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
（
水
戸
市
白
梅
２

－

３

－

86
）

▼
対
象　

農
業
を
始
め
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
農
業
の
知
識
や
技

術
の
習
得
、
農
業
体
験
な
ど
を
し

た
い
方
。
農
業
法
人
に
就
職
し
た

い
方
。

▼
申
込　

当
日
時
間
内
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
県
農
業
経
営
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
８
３
３

新
農
業
人
フ
ェ
ア
in
い
ば
ら
き

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

く
ら
し

募
集
・
相
談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

♪

茨城町役場 ★〒311-3192 茨城町小堤1080 TEL029-292-1111
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12月の納税
〇国民健康保険税８期（普通徴収分）
○介護保険料５期（普通徴収分）
〇後期高齢者医療保険料６期（普通徴収分）
 ※納期限は 12 月 25 日です。
・税金は納期内に納めましょう。
・ 筑波銀行と中央労働金庫が利用できる
ようになりました。便利で安全な口座
振替での納付をお願いします。

１１

水戸税務署からのお知らせ

　確定申告会場が、「中央ビル４階」に変わります。
※会場施設には無料駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
【所 在 地】　水戸市泉町２－３－２
【開設期間】　平成 26 年２月 12 日（水）
　　　　　　　　　　　～３月 17 日（月）
※土、日曜日を除きます。
※開設期間中、水戸税務署の庁舎では申告相談
　を行っておりませんのでご注意ください。
【受付時間】午前９時～午後４時
　・ご不明な点は、水戸税務署までお尋ねください。
【問合せ先】
　水戸税務署　〒 310－8666　水戸市北見町１－ 17
　☎ 029－231－4211　※自動音声案内

○会場までのご案内
【バス】水戸駅北口より④⑤⑥⑦番バス乗り場
大工町方面　「泉町１丁目」バス停下車
※ご注意
④番から出発する「水戸市内循環バス」は「外回り」
をご利用ください。

ち
び
っ
こ
ア
ー
ト

平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円

を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存

が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得

税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。）
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

水
戸
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

　

☎
０
２
９
（
２
３
１
）
４
２
１
１

平成 25 年工業統計調査を実施します
○ 平成 25 年工業統計調査は、従業員４人以上の
全ての製造事業所を対象に、25 年 12 月 31 日
時点で実施します。

○ 工業統計調査は、我が国における工業の実態を
明らかにすることを目的とする政府の重要な調
査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計
調査です。

○ 調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国
及び地域行政施策のための基礎資料として利活
用されます。

○ 調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の
目的以外（税の資料など）に使用することは絶
対にありません。

○ 調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答
をよろしくお願いいたします。

経済産業省・茨城県・茨城町

「きょうりゅうがこわかったけど
かわいかった」

とみた　ゆい（６歳）

「くみたてたいそうのふね
がんばったよ」

ひらの　かなみ（６歳）

さ
く
ら
保
育
園

お薬手帳を活用しましょう
　「お薬手帳」は、処方された薬の名前や飲む量、回数、
日数などを記録し、携帯するための手帳です。
○お薬手帳を常に携帯しよう。
○薬の情報を一元管理するため、一冊の手帳で管理しよう。
○医療機関を受診するときは、お薬手帳を持参しよう。
○救急車を呼んだら、お薬手帳を用意しておこう。
【問合せ先】茨城県保健福祉部薬務課　
　　　　　 ☎０２９（３０１）３３９３


